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１．はじめに

水道水源は多様であるが、水道の使用水量の増加に伴って多くのダムが建設されて補ってきた。

今では河川水から貯水池水へと主要水源が推移している。ダム湖は取水を常時確保することが出来

るが、貯水池での水源では富栄養化が年々増加してきており、藻類等の発生による水質悪化などが

問題になっている。貯水池は、水質汚濁や富栄養化による水質悪化が懸念されたものの下水道が整

備されて、水道の原水水質は改善の方向にあると考えられる。水源の水質は水道水の水質を左右す

る要素になっており、そこで全国の浄水場の原水水質を、原水ごとに水道水源別や原水水質の推移

について現状を明らかにする。

２．調査項目および調査方法

調査は全国浄水場原水の水質の状況と経年変化をまとめた。1991 年度から 2010 年度までの 20 年

間について調査し、水道水源、水質項目別に原水水質の状況について水道協会雑誌に掲載される「水

道統計の経年分析にある原水水質の種類別分布表」を用いて、水質項目ごとに濃度別の存在比率を

求めた。水道統計には、浄水場系統ごと(地下水の場合は取水系統ごと)のデータで、表流水とは表

流水(河川水)またはダム放流水で、ダム･湖沼水とはダム直接または湖沼水であり、地下水とは浅

井戸､深井戸､伏流水を示している。原水水質の種類別分布表には 13 の水質項目があるが、今回は

特徴的な pH と有機物を主に報告する。水質項目の濃度区分は水道協会の統計上の区分による。原

水水質の種類別分布表の各水質項目の濃度は全国の浄水場で測定された１年間のデータの平均値で

ある。

３．結果および考察

図 -1 は pH と有機物の存在割合の分布を示す。全国の水道水源の水源による原水水質の違いにつ

いて、1991 ､ 2001、2010 年度における全国の浄水場の各水道水源の水質分布状況を示している。縦

軸は各区分の濃度以下の存在割合（％）を示しており、表流水、ダム・湖沼水、地下水ごとに pH
の区分ごとに比率を算出し、それぞれの pH 以下について累積してその pH（他の水質項目ではその

濃度）以下の存在割合を求める。pH では 1991 年度の 50 ％は、地下水が 6.8 以下で、表流水、ダム

湖沼水は 7.2 以下、 2001 年度の場合、地下水が 6.9 以下で、表流水、ダム・湖沼水は 7.3 以下で、2010
年度の場合、地下水が 7.1 以下で、表流水、ダム湖沼水は 7.4 以下となっており、経過年数ととも

に水道原水の pH の若干の上昇が見られる。有機物としての KMnO4 消費量の 5mg/L 以下は、

1991,2001,2010 年度とも地下水が 95 ％以上、表流水、ダム・湖沼水は約 60 ％であり、地下水に含ま

れている有機物は極めて少ないことが分かる。また pH と有機物とも表流水とダム・湖沼水では存

在割合がほぼ同じなので水

質的に同等といえる。

図 -2 に NH4-N と(NO3 +NO2

) -N の存在割合の分布を示

す。NH4-N では 0.1mg/L 以下

は､ 1991、2001 ､ 2010 年度で

は表流水とダム・湖沼水で

約 90 ％、地下水は 1991、
2001 ､ 2010 年度で 80 ％と地

下 水 で 高 い 傾 向 に あ る 。

(NO3+NO2)-N は 1991、2001 ､
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図-1 全国の水道水源のｐＨ、ＫＭｎＯ4消費量の水質分布
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図-2 全国の水道水源のＮＨ4－Ｎ、(ＮＯ3＋ＮＯ2)－Ｎの水質分布
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2010 年度とも 1mg/L 以下が、表流水で約 80 ％、ダム・湖沼水

で約 90 ％、地下水で約 60 ％、地下水は NH4-N と同様に高い傾

向にある。表流水とダム・湖沼水を比較すると、ダム・湖沼水

がやや低い。

図 -3 にﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝの存在割合を示す。ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

0.01mg/L 以下では表流水、ダム・湖沼水は 1991、2001 ､ 2010 年

度とも約 100 ％で検出されていない。地下水は 1991 年度が約 98
％、2001 ､ 2010 年度が約 99 ％で、地下水では汚染されている

水道水源があると言える。ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝは 0.002mg/L 以下は、1991、
2001 ､ 2010 年度とも､表流水、ダム・湖沼水は約 100 ％で検出

されていない。地下水は 1991 年度が約 97 ％､ 2001 年度､ 2010
年度が約 99 ％であり､ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝと同様に地下水では汚染され

ている水道水源がある｡

図 -4、図 -5 に 1991 年度から 2010 年度までの 20 年間について

全国の水道水源の水質項目ごとに各濃度以下の存在割合の経年

変化を示す。図 -4 に各 pH 以下の存在割合の経年変化を示す。pH
が 7.0 以下の存在割合は表流水、ダム・湖沼水が約 20 ％で、

地下水が約 50 ％であり、地下水は pH の低い原水が多い。pH
の存在割合が 6.7 ～ 7.3 までの範囲の pH は表流水では約 60 ～

40 ％、ダム・湖沼水では約 40 ％を占めているが、地下水では

約 30 ％である。表流水、ダム・湖沼水では、中性付近の原水

が多いことが分かる。表流水では pH が 7.0 以下では、1991 年

度では約 30 ％、2010 年では約 20 ％に、pH が 7.3 以下は約 70
％から 40 ％に、pH が 7.6 以下は約 90 ％から 80 ％に減少して

いる。このように pH が 6.7 ～ 7.6 までの範囲では pH の存在割

合が経年変化ともに低下傾向にある。このことは表流水の pH
が上昇している水道水源が増えていることを示している。

図 -5 の有機物(KMnO4 消費量)では、KMnO4 消費量が 2mg/L 以

下の存在割合は、表流水は 20 ％、ダム・湖沼水で 10 ％で、表

流水とダム・湖沼水を比べるとダム・湖沼水の方が KMnO4 消

費量濃度がやや高い。地下水の場合、約 85 ％で 20 年間維持し

ており清浄である、しかも経過年数とともに各濃度以下の存在

割合が増加傾向にあり水質的には良くなっていることが分か

る。表流水の 2004 年度から KMnO4 消費量が 5mg/L 以下の存在

割合が減少傾向にある。このことは表流水の KMnO4 消費量濃

度が高くなる傾向にあり、水質が汚染されていることになる。

このように表流水の pH の上昇と KMnO4 消費量の増加を考慮す

ると、藻類等の影響による上昇などが懸念される。

４．おわりに

今回、全国浄水場原水の水質の状況を 1991 年度から 2010 年

度の 20 年間についてまとめた。その結果、日本の全国の浄水

場の水道原水の水質を見ると、地下水では 20 年間の水質項目

の濃度以下の存在割合からは有機物等が低く清浄である。NH
４-N、(NO3+NO2)-N では高い場合がある。ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝが若干であるが近年でも検出さ

れており、これらの物質が地下に浸透し汚染されていることが分かる。ダム・湖沼水と表流水は

水質的には同等な水質項目が多いが、表流水では、pH と有機物としての KMnO4 消費量濃度が年々

上昇傾向が見られることが明らかになり、今後も水質の動向に注意する必要がある。
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図-3 全国の水道水源のﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝの水質分布
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図-4 水道原水のｐＨの存在割合の経年変化
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図-5 水道原水のＫＭｎＯ4消費量の存在割合の経年変化
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